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FY2021 3Q 決算サマリー 

 

 ■2021 年 12 月期第 3 四半期（累計）9 ヶ月業績 減収増益、計画通り進捗 

 

2021年 12月期第 3四半期（ 累計）9ヶ月の売上高は 152億 79百万円（ 前年同期比 10.9％

減収）、営業利益は 23億 69百万円（ 同 30.9％増益）、経常利益は 23億 49百万円（ 同 36.0％

増益）、四半期純利益はパーキング事業の事業譲渡益、買戻損失引当金戻入益の計上に伴い、

18億 56百万円 同 17.0％増益）と減収増益の結果 

 

■2021 年 12 月期第 3 四半期（累計）9 ヶ月セグメント別概況 

ストレージ運用が大幅増益、底地は計画通り減収減益 

 



 

 

ストレージ事業：運用が大幅増益で事業利益のほぼすべてを運用で稼得 

ストレージ事業の 3Q累計 9ヶ月の売上高は 116億 48百万円 前年同期比 4.3％

増収）、事業利益は 24億 70百万円（ 同 66.7％増益）と大幅増益。うち、ストレージ

運用の売上高は 111億 36百万円 前年同期比 6.9％増収）、事業利益は 25億 92百

万円 同 66.0％増益）とセグメント全体の増益に大きく貢献 

総室数は 97,781室と 549室の減（ 20年 9月末比）となったが、稼働率は 83.91％

と 5.17ポイント増(20年 9月末比)と大幅上昇。稼働率の上昇に加え、コンテナ買戻

しによる原価低減等により増益 

土地権利整備事業：前年の大型案件売却・在庫圧縮販売の推進による反動で減収減益 

 3Q累計 9ヶ月の売上高は 25億 91百万円（ 前年同期比 45.2％減収）、事業利益は

4億 34百万円（ 同 51.1％減益）の結果。20年 1Qの大型案件の売却（ 売上高 11億

円、利益 3億円）や 20年下期の在庫圧縮のための販売推進により大幅減収減益 

 

■2021 年業績予想：上方修正、純利益は 250 百万円の増益 

 

 

■配当予想：上方修正、従来予想から 6 円増配、配当性向は 29.7％を予想 

 

*19 年にコンテナ買戻しの引当金計上に伴う特別損失を除いた実績をベースに配当を

実施したため、20年と同様、21年の上記引当金の戻り益についても影響を除いて配当

を実施予定 

その他の IR 情報はこちら https://www.arealink.co.jp/ir/ よりご覧いただけます。 
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